
1 � 人 事 院 ・ 人 事 委 員 会 勧 告 及 び 報 告 に つ い て

人 事 院 は 8 月 8 日 、 本 年

の 月 例 給 の 官 民 較 差 0 ・ 23

％ （ 9 2 1 円 ） を 埋 め る た

め 、 初 任 給 及 び 若 年 層 の 俸

給 月 額 を 引 上 げ 、 一 時 金 に

つ い て は 勤 勉 手 当 を 0 ・ 1

月 引 上 げ 、 4 ・ 40 月 と す る

給 与 勧 告 ・ 報 告 を 行 っ た 。

特 別 区 人 事 委 員 会 は 10 月

11 日 、 各 特 別 区 の 議 会 及 び

区 長 に 対 し 、 月 例 給 に つ い

て は 、 公 民 較 差 0 ・ 24 ％ （ 8

9 6 円 ） を 解 消 す る た め 、

初 任 給 及 び 若 年 層 の 給 料 月

額 を 引 上 げ 、 一 時 金 に つ い

て 年 間 の 支 給 月 数 を 0 ・ 1

月 引 上 げ 、 4 ・ 55 月 と し 、

勤 勉 手 当 に 割 り 振 る こ と を

勧 告 し た 。

併 せ て 、 3 月 期 末 手 当 に

つ い て 、 こ れ を 廃 止 し て 、

6 月 ・ 12 月 期 が 均 等 に な る

よ う 配 分 と し 、 令 和 5 年 度

か ら と い う 期 日 に つ い て も

勧 告 し た 。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 が 拡 大 を 見 せ る 中 、 感 染

の リ ス ク と 闘 い な が ら 、 区

民 の 衛 生 環 境 を 守 る た め

に 、 普 段 以 上 の 業 務 を 行 っ

て き た 特 別 区 職 員 の 努 力 と

奮 闘 を 顧 み な い ば か り か 、

物 価 の 高 騰 に 苦 し む 特 別 区

職 員 の 生 活 実 態 を も 顧 み な

い 不 当 な 勧 告 で あ っ た 。

2 � 技 能 ・ 業 務 系 職 員 の 賃 金 水 準 の 改 善 に つ

い て

昨 年 度 の 定 年 年 齢 の 引 上

げ に 向 け た 交 渉 で は 、 多 く

の 職 員 が 、 月 例 給 に お い て

7 割 水 準 で は 再 任 用 職 員 の

賃 金 を 下 回 る こ と か ら 、 交

渉 は 紛 糾 し 、 年 度 内 を め ど

に 引 き 続 き 協 議 と な り 、 最

終 的 に は 、 昇 給 抑 制 年 齢 を

2 歳 引 き 上 げ る こ と で 、 苦

渋 の 判 断 を し て き た 。

そ れ で も 月 例 給 に お い て

再 任 用 賃 金 を 下 回 る 職 員 は

多 数 存 在 し 、 こ う し た 職 員

は 、 60 歳 以 降 の 身 の 振 り 方

を 検 討 せ ざ る を 得 な い 状 況

に あ る 。 こ れ で は 定 年 年 齢

を 引 き 上 げ た 趣 旨 に そ ぐ わ

な い と い う こ と を 訴 え た 。

こ う し た 事 か ら も 特 別 区

の 業 務 職 給 料 表 の 水 準 の 低

さ が 顕 在 化 し 、 昨 年 度 の 交

渉 に お い て 区 長 会 も 毎 年 必

ず 言 及 し て い た 「 特 別 区 の

業 務 職 給 料 表 は 依 然 と し て

高 い 水 準 に あ る と 認 識 し て

い る 」 と い う 発 言 を 行 わ な

か っ た こ と を 踏 ま え 、 今 賃

金 確 定 闘 争 に お い て 、 業 務

職 の 賃 金 水 準 改 善 を 最 重 点

課 題 と 位 置 づ け 、 取 組 ん で

き た 。 業 務 職 給 料 表 の 水 準

引 上 げ ・ 東 京 都 に お け る 調

整 額 ・ 特 殊 勤 務 手 当 ・ 任 用

面 等 あ ら ゆ る 方 策 を 区 長 会

に 提 示 し 、 行 政 職 や 他 都 市

の 業 務 職 と 比 し て 低 い 水 準

に あ る 特 別 区 の 技 能 ・ 業 務

系 職 員 の 賃 金 水 準 を 抜 本 的

に 改 善 す る こ と を 求 め た 。

区 長 会 か ら は 、 具 体 的 な

発 言 は な く 、 「 業 務 職 給 料

表 に つ い て は 、 昨 年 度 の 交

渉 結 果 は も と よ り 、 本 年 の

人 事 委 員 会 勧 告 の 内 容 や そ

の 取 扱 い 、 国 の 動 向 を 踏 ま

え 、 引 き 続 き 、 慎 重 に 検 討

し て ま い り た い と 考 え て お

り ま す 」 と の 回 答 に と ど ま

っ た 。

3 � 技 能 ・ 業 務 系 人 事 制 度 に つ い て

昨 年 度 か ら 要 求 し て い

る 、 定 年 引 上 げ に 伴 う 昇 任

資 格 基 準 の 改 正 に つ い て 、

定 年 年 齢 の 引 上 げ に 合 わ せ

て 段 階 的 に 引 き 上 げ る こ と

が 、 当 初 団 交 の 中 で 提 案 さ

れ た 。 そ の 時 点 で の 回 答 を

避 け 、 さ ら に 特 例 措 置 の 継

続 を 求 め た 。

併 せ て 、 次 年 度 か ら 本 則

と な る 、 2 級 職 の 昇 任 資 格

基 準 の 更 な る 緩 和 に 向 け て

要 求 を 開 始 し た 。

希 望 に よ る 転 職 （ 5 号 転 ）

に つ い て も 、 人 で あ れ ば 誰

し も が 、 加 齢 に 伴 う 身 体 不

調 や 視 力 の 低 下 等 、 発 症 す

る の は 当 然 の こ と で あ り 、

清 掃 の 職 務 内 容 を 考 え れ

ば 、 高 齢 者 に こ そ 転 職 が 必

要 と な る 。 し か し 、 現 状 は

技 能 Ⅵ か ら 技 能 Ⅴ へ の 転 職

は 50 歳 未 満 と さ れ 、 技 能 Ⅴ

か ら 技 能 Ⅵ へ の 転 職 は 55 歳

未 満 と さ れ て い る 。 こ れ は

明 ら か に 問 題 で あ り 、 加 齢

困 難 職 種 と 言 わ れ て い る 清

掃 職 場 に つ い て は 、 配 慮 さ

れ る べ き で あ る 。 定 年 年 齢

の 延 長 が 開 始 さ れ る 中 、 早

期 に 年 齢 制 限 を 撤 廃 さ せ て

い か な け れ ば な ら な い 。

担 当 技 能 長 に つ い て は 、

賃 金 確 定 闘 争 以 前 か ら 、 専

門 委 員 会 交 渉 を 設 定 し 、 議

論 を 進 め て き た 。 我 わ れ の

主 張 す る 課 題 点 に つ い て

は 、 23 区 に 伝 え る こ と が で

き た 。 今 後 は 、 議 論 の 内 容

が 課 長 会 、 部 長 会 へ と ス ト

レ ー ト に 周 知 で き る よ う 、

意 見 交 換 の 場 と し て 設 定

し 、 23 区 の 3 級 職 員 拡 大 に

向 け 、 引 き 続 き 取 り 組 み を

強 化 し て い く 。

4 � 特 別 区 人 事 委 員 会 勧 告 作 業 に 関 す る 要

請 、 区 長 会 要 請 に つ い て

我 々 は 、 人 事 院 の 勧 告 が

出 さ れ た こ と に 伴 い 、 9 月

5 日 特 別 区 人 事 委 員 会 に 対

し 、 常 任 中 央 執 行 委 員 、 各

地 連 ・ 一 組 総 支 部 代 表 に よ

る 要 請 行 動 を 行 っ た 。

現 給 保 障 者 を 公 民 比 較 の

対 象 か ら 除 外 す る 「 特 例 的

な 措 置 」 を 「 一 時 的 」 と し

た こ と は 、 職 員 に 大 き な 不

安 を 抱 か せ る 結 果 と な っ て

い る こ と と 併 せ て 、 公 民 比

較 方 法 を 見 直 し 、 日 本 一 生

計 費 の 高 い 東 京 23 区 で 働

く 、 職 員 の 賃 金 を 適 正 な 水

準 に 戻 す こ と 、 定 年 延 長 制

度 で 顕 在 化 し た 業 務 職 給 料

表 の 水 準 改 善 に む け 交 渉 を

進 め て い く に あ た り 、 人 事

委 員 会 は 労 使 妥 結 内 容 を 尊

重 す る こ と を 求 め た 。

10 月 11 日 、 特 別 区 人 事 委

員 会 は 、 「 令 和 4 年 職 員 の

給 与 等 に 関 す る 報 告 及 び 勧

告 」 を 出 し た 。 そ の 内 容 は 、

月 例 給 に つ い て 、 公 民 較 差

8 9 6 円 （ 0 ・ 24 ％ ） 引 上

げ と し つ つ 、 人 事 院 と 同 様

に 、 初 任 給 及 び 若 年 層 の 給

料 月 額 を 引 上 げ と し 、 一 時

金 に つ い て 、 0 ・ 1 月 引 上

げ 、 勤 勉 手 当 に 割 振 る と し

た 。 併 せ て 、 期 末 手 当 の 支

給 回 数 に ま で 言 及 す る 勧 告

で あ っ た 。

わ が 組 合 は 、 勧 告 が 出 さ

れ た 後 、 直 ち に 区 長 会 に 対

す る 要 請 行 動 を 行 い 、 若 年

層 の 賃 金 水 準 の 引 上 げ は 、

我 わ れ と し て も 望 む と こ ろ

で あ る が 、 物 価 の 高 騰 に 歯

止 め が か か ら ぬ 中 、 全 て の

職 員 が そ の 影 響 を 受 け て い

る こ と や 、 採 用 が 抑 制 さ れ

て き た 清 掃 職 場 で は 、 殆 ど

の 職 員 が 引 き 上 げ の 対 象 と

な ら な い こ と 、 他 の 自 治 体

と 異 な り 、 複 数 の 自 治 体 の

集 合 体 で あ る 特 別 区 の 統 一

交 渉 で は 、 3 月 期 末 に よ る

調 整 が 必 要 な こ と 等 を 訴 え

た 。 こ れ に 対 し 、 区 長 会 は 、

「 本 年 の 勧 告 の 取 扱 い に つ

い て は 、 人 事 委 員 会 制 度 の

趣 旨 を 踏 ま え る と と も に 、

特 別 区 の 置 か れ た 厳 し い 諸

状 況 、 国 や 他 団 体 、 民 間 の

動 向 も 勘 案 し て 、 区 民 の 皆

様 の 理 解 と 納 得 が 得 ら れ る

よ う 、 区 政 全 般 の 観 点 か ら 、

慎 重 に 検 討 し て ま い り ま

す 。 」 と の 例 年 通 り の 回 答

に と ど ま っ た 。

5 � 職 場 か ら の 闘 い の 積 み 上 げ に つ い て

コ ロ ナ 禍 に お け る 賃 金 確

定 闘 争 も 今 年 で 3 回 目 を 迎

え た 。 い ま だ 感 染 に つ い て

は 予 断 を 許 さ ぬ 中 で の 集 会

は 、 感 染 対 策 を 施 し た 中 で

の 開 催 と な っ た 。

10 月 14 日 、 連 合 会 館 で 開

催 さ れ た 、 「 第 一 波 総 決 起

集 会 」 は 、 支 部 代 表 者 会 議

を 兼 ね て 行 わ れ 、 勧 告 内 容

を 全 体 で 共 有 す る と と も に 、

「 2 0 2 2 年 賃 金 確 定 を 中

心 と す る 秋 期 闘 争 方 針 」 並

び に 「 2 0 2 2 年 度 賃 金 確

定 に 係 わ る 要 求 書 」 を 改 め

て 確 認 し 、 今 期 確 定 闘 争 を

闘 う 意 思 統 一 を 図 っ た 。

そ の 後 、 第 2 回 団 体 交 渉

に お い て 要 求 書 を 提 出 す る

と と も に 、 地 連 に よ る 各 ブ

ロ ッ ク 幹 事 区 長 要 請 行 動 、

職 場 か ら の 全 組 合 員 と 家 族

に よ る 署 名 行 動 、 各 区 長 ・

一 組 管 理 者 へ の 要 請 行 動 、

ス テ ッ カ ー 闘 争 等 を 取 組

み 、 特 別 区 に 働 く 清 掃 職 員

の 賃 金 ・ 労 働 条 件 の 改 善 を

訴 え 続 け た 。

最 終 局 面 を 迎 え る 中 、 11

月 15 日 に 日 本 教 育 会 館 一 ツ

橋 ホ ー ル で 開 催 し た 「 2 0

2 2 賃 金 確 定 闘 争 第 三 波 総

決 起 集 会 」 に は 、 3 0 1 名 の

組 合 員 が 結 集 し 、 各 地 連 、 一

組 総 支 部 、 青 年 部 か ら の 決 意

表 明 を 受 け 、 改 め て 2 0 2

2 賃 金 確 定 闘 争 の 完 全 勝 利

を 目 指 す 意 思 統 一 を 図 っ た 。

6 � 第 1 回 拡 大 闘 争 委 員 会

11 月 9 日 、 第 1 回 拡 大 闘

争 委 員 会 を 開 催 し 、 第 2 回

及 び 第 3 回 団 体 交 渉 の 経 過

を 周 知 す る と と も に 、 「 2

0 2 2 賃 金 確 定 闘 争 最 終

局 面 を 迎 え る に あ た っ て

（ 案 ） 」 を 全 体 で 確 認 し た 。

① 給 料 表 の 適 正 化 と 生 計 費

原 則 に 則 っ た 職 員 全 体 の 賃

金 の 引 上 げ 、 3 月 期 末 手 当

の 継 続 を 求 め る 。 ② 業 務 職

給 料 表 の 水 準 を 改 善 す る と

と も に 、 業 務 実 態 に 見 合 っ

た 賃 金 水 準 と す る こ と を 求

め る 。 ③ 昇 任 資 格 基 準 に お

い て 、 受 験 資 格 上 限 年 齢 の

特 例 措 置 の 継 続 、 2 級 職 昇

任 選 考 資 格 基 準 の 更 な る 短

縮 を 求 め る 。 ④ 転 職 の 年 齢

制 限 を 撤 廃 し 、 号 給 調 整 を

行 わ な い こ と を 求 め る 。 ⑤

担 当 技 能 長 の 昇 任 数 等 の 調

査 を 継 続 さ せ 、 課 題 が 生 じ

た 場 合 、 速 や か に 協 議 の 場

を 設 定 で き る よ う に 求 め

る 。 ⑥ 清 掃 職 場 に お い て も

就 職 氷 河 期 世 代 を 対 象 と し

た 採 用 制 度 を 実 施 す る こ と

を 求 め る 。 ⑦ 会 計 年 度 任 用

職 員 に 勤 勉 手 当 が 措 置 で き

る よ う に 働 き か け る こ と 及

び 、 一 時 金 の 引 上 げ を 期 末

手 当 で 対 応 す る こ と を 求 め

る 。
併 せ て 、 区 長 会 が 最 終 交

渉 日 と 設 定 し た 11 月 17 日 の

翌 18 日 、 始 業 時 か ら 1 時 間

の 実 力 行 使 の 準 備 指 令 を 発

し 、 膠 着 状 態 に 陥 っ て い る

協 議 の 進 展 を 図 り 、 区 長 会

の 歩 み 寄 り を 引 き 出 す こ と

を 全 会 一 致 で 確 認 し た 。

7 � 最 終 ヤ マ 場 の 動 き に つ い て

そ の 後 の 協 議 に お い て

も 、 我 わ れ の 要 求 に 対 す る

区 長 会 の 考 え 方 は 示 さ れ

ず 、 区 長 会 が 最 終 交 渉 日 と

し た 17 日 の 夜 、 局 面 の 打 開

に 向 け て 中 央 執 行 委 員 長 ・

書 記 長 と 区 長 会 側 交 渉 委 員

の 責 任 者 で あ る 副 区 長 会 正

副 会 長 と の 会 談 が も た れ

た 。
そ の 後 の 団 体 交 渉 に お い

て 、 区 長 会 か ら 示 さ れ た 最

終 提 案 は 次 の と お り で あ

る 。

▲
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）

1 � 勧 告 の 取 扱 い

勧 告 ど お り 、 月 例 給 に つ

い て は 、 勧 告 給 料 表 の と お

り 改 定 と し 、 一 時 金 に つ い

て は 、 定 年 前 職 員 0 ・ 1 月 、

再 任 用 職 員 0 ・ 05 月 、 そ れ

ぞ れ 勤 勉 手 当 を 引 き 上 げ

る 。 今 年 度 に つ い て は 、 12

月 期 の 勤 勉 手 当 を 引 き 上 げ

る 。
来 年 度 以 降 の 3 月 期 末 手

当 は 廃 止 し 、 6 月 期 、 12 月

期 に 均 等 に 振 分 け る 。

2 � 業 務 職 給 料 表 に つ い て

行 政 職 給 料 表 （ 一 ） の 改

定 に 準 じ た 引 上 げ 改 定 と

し 、 本 年 4 月 1 日 か ら 適 用 。

差 額 分 は 遡 及 し 、 12 月 の

月 例 給 と と も に 支 払 う 。

3 � 担 当 技 能 長 職 に つ い て

引 き 続 き 、 各 区 に お け る

担 当 技 能 長 の 運 用 状 況 に つ

い て 、 労 使 で 検 証 し 、 課 題

の 共 有 化 を 図 る と と も に 、

必 要 に 応 じ 、 皆 さ ん と 協 議

を 重 ね て ま い り た い 。

4 � 会 計 年 度 任 用 職 員 に 係 る 期 末 手 当 に つ い て

定 年 前 の 常 勤 職 員 と 同 様

と す る と し た 平 成 30 年 の 妥

結 内 容 及 び 人 事 委 員 会 の 見

解 を 踏 ま え 、 引 上 げ な い こ

と と す る 。

5 � 会 計 年 度 任 用 職 員 に 係 る 期 末 手 当 支 給 月

数 の 改 定 時 期 の 見 直 し に つ い て

来 年 度 の 給 与 改 定 交 渉 期

を 目 途 に 結 論 が 得 ら れ る よ

う 改 め て 協 議 し て ま い り た

い 。

6 � パ ー ト ナ ー シ ッ プ 関 係 の 相 手 方 に 係 る 統

一 交 渉 事 項 に つ い て

今 年 度 内 を 目 途 に 、 皆 さ ん と 協 議 し て ま い り た い 。

7 � 公 民 比 較 方 法 の 検 討 を 人 事 委 員 会 に 要 請

す る こ と に つ い て

検 討 し て ま い り ま す 。

8 � 業 務 職 給 料 表 の 水 準 改 善 に 係 る 意 見 交 換

の 場 の 設 定 に つ い て

今 後 も 、 皆 さ ん と 意 見 交

換 や 研 究 を 進 め て ま い り た

い と 考 え て お り ま す の で 、

意 見 交 換 の 場 を 設 定 す る こ

と と し ま す 。

9 � 定 年 引 上 げ に 伴 う 昇 任 資 格 基 準 の 改 正 に

つ い て

昇 任 選 考 の 受 験 資 格 に お

け る 年 齢 要 件 の 上 限 部 分

を 、 定 年 引 上 げ に 合 わ せ 、

2 年 に 1 歳 ず つ 5 歳 引 き 上

げ る 。 （ 第 2 回 団 体 交 渉 ）

経 過 措 置 と し て の 特 例 に

つ い て 、 そ の 年 齢 要 件 の 上

限 部 分 の 引 上 げ 及 び 期 間 の

延 長 を 行 う 。 （ 第 2 回 小 委

員 会 交 渉 ）

10 � 会 計 年 度 任 用 職 員 等 に 係 る 退 職 手 当 支 給

要 件 の 一 部 緩 和 に つ い て

国 家 公 務 員 の 期 間 業 務 職

員 に お け る 取 扱 い を 踏 ま

え 、 会 計 年 度 任 用 職 員 等 に

係 る 退 職 手 当 の 支 給 要 件 の

う ち 、 職 員 に つ い て 定 め ら

れ て い る 勤 務 時 間 以 上 勤 務

し た 日 が 18 日 以 上 と し て い

る こ と に つ い て 、 1 か 月 の

日 数 が 20 日 に 満 た な い 場 合

に 、 こ れ を 緩 和 す る こ と と

す る 。 （ 第 2 回 小 委 員 会 交

渉 ）
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区 長 会 の 最 終 提 案 に 対 す る わ が 組 合 の 判 断 に つ い て （ 案 ）

2 0 2 2 賃 金 確 定 闘 争

区 長 会 の 最 終 提 案 に 対 す る わ が 組 合 の 判 断 に つ い て （ 案 ）
2 0 2 2 年 11 月 17 日

第 8 回 中 央 委 員 会

ⅠⅠ 22 00 22 22 賃賃 金金 確確 定定 闘闘 争争 のの 経経 過過

ⅡⅡ 22 00 22 22 年年 賃賃 金金 確確 定定 闘闘 争争 、、 区区 長長

会会 のの 最最 終終 提提 案案 にに つつ いい てて
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